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2
0
2
6
年
5
月
2
2
日
（
金
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ

特
別
州
ス
レ
マ
ン
県
に
あ
る
ア
イ
シ
ヤ
大
学
講
堂
に
て
、
当
法
人
に
よ
る
医
療

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ア
イ
シ
ヤ
大
学
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
系
女
性
団
体
「
ア
イ
シ
ヤ
」

を
母
体
と
す
る
私
立
大
学
で
あ
り
、
助
産
・
看
護
教
育
を
起
点
に
発
展
し
て
き

た
歴
史
を
持
つ
大
学
で
す
。
現
在
は
保
健
科
学
部
、
経
済
・
社
会
・
人
文
学
部
、

科
学
技
術
学
部
、
医
学
部
を
有
し
、
2
0
の
学
科
・
課
程
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
分
野
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、多
く
の
看
護
師
、助
産
師
、

理
学
療
法
士
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

講
演
会
は
、
保
健
科
学
副
学
部
長
で
あ
り
理
学
療
法
学
科
教
授
の
ワ
ン
ト
ノ

ロ
氏
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
法
人
事
務
局
長
の
岩
本
充
晃
が
挨
拶
を
行
い
、「
地
域
と
家
族

を
支
え
る
健
康
長
寿
ケ
ア 

― 

糖
尿
病
・
高
血
圧
予
防
か
ら
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症

支
援
ま
で 

―
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
看
護
学
生
、
助
産
学
生
、
理
学
療
法
学
生
を
中
心
に
3
2
8
名
が
参

加
し
、
会
場
は
終
始
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
裏
面
へ
続
く
）

第
1
演
題
で
は
、
今
回
お
招
き
し
た
外
部
講
師
で
健
康
運
動
指
導
士

の
森
山
善
文
氏
が
「
糖
尿
病
と
高
血
圧
に
対
す
る
運
動
療
法 

― 

予
防

と
継
続
の
た
め
の
実
践
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
」
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
糖
尿
病
患
者
が
約
1
,
9
5
0
万
人
、
高
血
圧

患
者
が
2
,
4
0
0
万
人
を
超
え
る
と
さ
れ
、
生
活
習
慣
病
は
国
民
の

健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
森
山
氏
は

「
E
x
e
r
c
i
s
e 

i
s 

M
e
d
i
c
i
n
e
（
運
動
は
薬
）」
と

い
う
考
え
方
を
紹
介
し
、
運
動
が
血
糖
値
や
血
圧
の
改
善
に
与
え
る
効

果
を
科
学
的
根
拠
と
と
も
に
解
説
し
ま
し
た
。         

ま
た
、F
I
T
T
（
頻
度
・
強
度
・
時
間
・

種
類
）
の
考
え
方
を
用
い
た
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
作
成
方
法
や
、
日
常
生
活
の

中
で
継
続
で
き
る
運
動
療
法
に
つ
い
て

紹
介
し
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

第
3
演
題
で
は
、
当
法
人
職
員
で
看
護
師
の
熊
澤
和
秀
が
「
認
知
症
の
早
期
発

見
と
支
援 

― 

高
齢
者
と
家
族
を
支
え
る
看
護
の
視
点
か
ら 

―
」
に
つ
い
て
講
演
し

ま
し
た
。

高
齢
社
会
を
迎
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ         

J
A
M
N
A
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
in U

niversitas ‘A
isyiyah Yogyakarta

│
│
地
域
と
家
族
を
支
え
る
健
康
長
寿
ケ
ア
を
考
え
る
│
│

現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
約
2
億
8
,
0
0
0
万
人
の
人
口
を
抱
え

る
世
界
第
4
位
の
人
口
大
国
で
す
。
一
方
で
、
高
齢
者
人
口
も
着
実
に

増
加
し
て
お
り
、
今
後
は
日
本
が
経
験
し
て
き
た
高
齢
化
社
会
へ
の
移

行
が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
増
加
に
加
え
、
フ

レ
イ
ル
や
認
知
症
な
ど
高
齢
者
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
予
防
か
ら
介
護
ま
で
を
見
据
え
た
包
括
的
な
ケ
ア
体
制
の

構
築
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
レ
イ
ル
評
価
方
法
や
、
運
動
・
栄
養
・

社
会
参
加
の
3
本
柱
に
よ
る
介
入
の
必
要
性
に

つ
い
て
説
明
し
、「
適
切
な
支
援
が
あ
れ
ば
フ
レ

イ
ル
は
改
善
で
き
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

参
加
者
へ
伝
え
ま
し
た
。

第
2
演
題
で
は
、
同
じ
く
外
部
講
師
で
理
学
療
法
士
の
中
野
晴
香
氏
が
「
高
齢

者
の
機
能
低
下
を
防
ぐ 

― 

フ
レ
イ
ル
の
理
解
・
評
価
・
多
職
種
介
入 

―
」
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
中
野
氏
は
、
フ
レ
イ
ル
を
「
健
康
と
要
介
護
状
態
の
中
間
に

あ
る
可
逆
的
な
状
態
」
と
説
明
し
、
身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
フ
レ
イ
ル
の
3

つ
の
側
面
か
ら
理
解
す
る
重
要
性
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
認
知
症
患
者

数
が
今
後
大
幅
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る

現
状
を
紹
介
し
、
認
知
症
の
4
大
分
類
（
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
、
血
管
性
、
レ
ビ
ー
小
体
型
、
前
頭

側
頭
型
）
や
特
徴
的
な
初
期
症
状
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
の
早
期
発
見
の
重
要
性
や
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
を
含
め
た
支

援
の
必
要
性
に
つ
い
て
看
護
師
の
立
場
か
ら
説
明
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

続
く
第
4
演
題
で
は
、
ア
イ
シ
ヤ
大
学
の
ワ
ン
ト
ノ
ロ
氏
が
「
高
齢
社
会
に
お
け

る
健
康
長
寿
と
Q
O
L
向
上
の
た
め
の
介
護
ケ
ア
の
必
要
性
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
し
た
。

ワ
ン
ト
ノ
ロ
氏
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
ケ
ア
の
重
要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、
高

齢
者
の
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
を
支
え
る
介
護
ケ
ア
や
家
族
支
援
、
地
域
社
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
介
護
制
度
や
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
も
触

れ
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
今
後
の
介
護
人
材
育
成
や
地
域
包
括
ケ
ア
の

発
展
へ
の
期
待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
学
生
や
教
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
日
本
の
高
齢
者

ケ
ア
や
予
防
医
療
、
多
職
種
連
携
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
会

場
で
は
講
演
終
了
後
も
講
師
へ
の
質
問
が
続
き
、
活
発
な
学
術
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
、
介
護
ケ
ア

ま
で
、
高
齢
社
会
に
必
要
な
知
識
を
包
括
的
に
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
高
齢
者
支

援
の
発
展
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
当
法
人
で
は
今
後
も
、
医
療
・
看
護
・
介
護
分
野
に

お
け
る
国
際
交
流
と
人
材
育
成
を
推
進
し
、
ア
ジ
ア
地
域

の
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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支
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看
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て
い
る

現
状
を
紹
介
し
、
認
知
症
の
4
大
分
類
（
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
型
、
血
管
性
、
レ
ビ
ー
小
体
型
、
前
頭

側
頭
型
）
や
特
徴
的
な
初
期
症
状
に
つ
い
て
解
説

し
ま
し
た
。

ま
た
、
認
知
症
の
早
期
発
見
の
重
要
性
や
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
を
含
め
た
支

援
の
必
要
性
に
つ
い
て
看
護
師
の
立
場
か
ら
説
明
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
生
活
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

第 3部の様子

続
く
第
4
演
題
で
は
、
ア
イ
シ
ヤ
大
学
の
ワ
ン
ト
ノ
ロ
氏
が
「
高
齢
社
会
に
お
け

る
健
康
長
寿
と
Q
O
L
向
上
の
た
め
の
介
護
ケ
ア
の
必
要
性
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

ま
し
た
。

ワ
ン
ト
ノ
ロ
氏
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
ケ
ア
の
重
要
性
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
特
に
、
高

齢
者
の
生
活
の
質
（
Q
O
L
）
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で
な
く
、
日
常

生
活
を
支
え
る
介
護
ケ
ア
や
家
族
支
援
、
地
域
社
会
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
介
護
制
度
や
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
も
触

れ
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
今
後
の
介
護
人
材
育
成
や
地
域
包
括
ケ
ア
の

発
展
へ
の
期
待
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
学
生
や
教
員
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
日
本
の
高
齢
者

ケ
ア
や
予
防
医
療
、
多
職
種
連
携
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
会

場
で
は
講
演
終
了
後
も
講
師
へ
の
質
問
が
続
き
、
活
発
な
学
術
交
流
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
フ
レ
イ
ル
、
認
知
症
、
介
護
ケ
ア

ま
で
、
高
齢
社
会
に
必
要
な
知
識
を
包
括
的
に
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
専
門
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
知
見
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
両
国
の
高
齢
者
支

援
の
発
展
に
つ
な
が
る
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
当
法
人
で
は
今
後
も
、
医
療
・
看
護
・
介
護
分
野
に

お
け
る
国
際
交
流
と
人
材
育
成
を
推
進
し
、
ア
ジ
ア
地
域

の
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会場の様子

第 2部の様子


